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レスピマット 各部位の名称

吸入口

キャップ

通気孔

噴霧ボタン

安全止め

透明ケース

ボンベ

目盛り

目盛りは、おおよそ
の残りの噴霧回数を
示します。ロックが
かかり、透明ケース
を回転させることが
できなくなると、そ
れ以上は使用できま
せん。

レスピマットの初回準備方法

ボ
ン
ベ
装
着

テ
ス
ト
噴
霧
（4
回

）

 キャップを閉じた状態で、安全止めを押しながら、透明ケースを
外します

 ボンベ上部の緑色の部分を器具に挿入します
 ボンベをかたい平面の上でゆっくり押し込んで、カチッと音

がするまで挿入します
 外しておいた透明ケースを装着します

※ 新しい吸入器はテスト噴霧を4回繰り返して下さい ＜5回目から吸入可能＞

（薬品名：スピリーバ、 スピオルト）

初回のみ必要な操作です。
毎回行わないように指導します。

実際はテスト噴霧4回の後、
60吸入製剤は62噴霧、
28吸入製剤は32噴霧
が可能です。

・確実に挿入しない
と噴霧異常の原因
になります。

・長期処方の場合、
処方時3本まで
装着して渡しても
大丈夫です。

 キャップを閉じた状態で上向きにしてもち、透明ケースを
青い矢印の方向にカチッと音がするまで180度回転させます （A）

 キャップを完全に開けます （B）
 吸入口を下に向け噴霧ボタンを押し、ミスト（霧）が見えるのを

確認します（薬が目に入らないように注意）
 キャップを閉じます

A

B

（薬品名：スピリーバ、 スピオルト）
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（写真はスピリーバ）

キャップを開けてから
透明ケースを回転させ
た場合、ボタンを押し
ていると噴霧してしま
います。
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 吸入後は、必ずうがい（ガラガラ・ブクブク）を各３回します

レスピマットの吸入手順（薬剤師用）

①
薬
の
準
備

 無理をしない程度に十分に息を吐き出します
（吸入口には息を吹きかけないで下さい）

②
息
吐
き

 吸入口をくわえ、噴霧ボタンを押すと同時に、2秒以上かけて
ゆっくり吸い込みます

③
吸
入

 吸入口から口を離し、５秒間息を止めます

④
息
止
め

 息をゆっくり吐き出します
（吸入口には息を吹きかけないで下さい）

⑦
う
が
い

⑥
後
片
付
け

⑤
息
吐
き

※ 初回準備方法（ボンベ装着・テスト噴霧）は1枚目（1/2）を参照

 使用後はキャップを閉めます

※通常１回２吸入なので
もう一度繰り返す
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・通気孔を塞がない
・吸入の同調を確認
（噴霧は約1.5秒）

勢いよく吸いすぎる
とむせます。

キャップをする前に、吸入口
を拭くように指導します。

息吐きをしないと、吸入が
上手にできません。
十分に息吐きができているか、
確認します。

肺内への薬剤の沈着率を高め
るため、息止めが必要です。
但し、無理はさせないこと。

吸入ステロイドは口腔内
カンジダや嗄声などの
副作用を防止するため、
吸入後すぐにうがいをし
ます。
それ以外の吸入薬も統一
化を図るため、うがいを
行うように指導します。

 目盛りで残量を確認します
 透明ケースを青い矢印の方向にカチッと音がするまで180度

回転させます （A）
 キャップを完全に開けます （B） 回転が困難な患者には、

メーカー資材の回転補助具
（回転くん）を検討します。

B

A

（薬品名：スピリーバ、 スピオルト）
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